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す各ち業力、回立つ よ つになる日 月。 市 内の各保育 園では、園児たちが楽しみにしている「やきいも大会」

が行われます。

上田駅の南側にある南部保育園でも、 11月 8日、やきいも大会がありました。約60人の園児たちは、

たき火の周りに集まり、焼きたてのさつまいもを「熱い熱い」といいながら、口にほおばっていました。
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 12月 1日

仕)午前 9時から正午まで、市役所

3階市長室で行います。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 12月 1日仕)

午前 8時30分から正午まで、市役

所 2階農業委員会事務局で行L、ま

す。
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要望高い道路網・下水道整備

区介回答者の

(1)調査対象の男女・年代別

市
斤
舎
か
ら
市
街
地
を
望
む

一

調

査

は

こ

う

し

て

一
日
ま
で
実
地
し
ま
し
た
。

調
作
用
一

紙
は
、
一
千
二
百
九
十
七
世
帯
に
劃
一

回

収

率

目

%

送
(
返
信
用
封
筒
を
同
封
)
し
、
こ
一

の
う
ち
回
答
が
あ
っ
た
の
は
七
百
十
一

調
査
は
、
昭
和
丘
十
五
年
四
月
か
問
世
帯
で
、
回
収
ギ
は

i
i
・
一
%
一

一
ら
五
十
八
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
に
で
し
た
。

一
市
内

へ
転
入
し
、
現
作
も
市
内
に
住
今
川
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い
一

一
ん
で
い
る
世
肝
(
単
身
者
を
除
く
た
だ
い
た
皆
川
刊
に
、
レ
十
‘
リ
お
札
巾
一

一
を
対
象
に
、
九
月

4

a

卜
日

か
ら
ト
日

し

ト

げ

ま

す

ω男
女
・
年
代
別

刷
符
お
の
男
女
別
で
は
、
男
性
が

六
三

・
O

%
、
女
性
が
三
じ

・
O

%

で
し
た
。

年
代
別
で
は
、

三
卜
代
が
問
じ

・

八
%
、
川
ト
代
か
て

0
・
2

一
%
と
中

年
M
引
か
多
'
¥
じ
川
百
〈
ぞ
l
l
め
て

t
i
h
1
 

山
職
業
別

J南中点t荷部央剖3i 地区 西部地区
城下 神川

川辺地区 神科地区 出団地区 川西地区
塩尻

泉田 壬，11正3取臼えIL 

凶答者 205 76 145 200 69 19 

構成比 I 28.7 10.6 20.3 28.0 9.7 2.7 

小県郡内 長野県内|長野県内 東京・神奈川
大阪 愛山知製・・群静岡馬 1:i記以外
京都

の町村 の市 の町村 I奇五・千葉
兵庫

新岐i阜~:J . ，:i 山 の県外

回答肴 111 へ 106 174 16 71 38 

構成比 15.6 27.6 14.9 I 24.4 2.2 10.0 5.3 
i 

ロ
刀域地住居の前入転市田上A

斗

職
業
別
で
は
、
会
社

H
(
間
二

・

三
%
)
、
主
婦
(
二
三
・
五
%
)
、
公
務

員
(
一
五

・
四
%
)
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
や
は
り
、
転
勤
の
あ
る
会

社
只
と
公
務
長
が
多
く
な

ゥ
て
い
ま

す
。ω地

区
別

千
山
川
七
山
地

K
の
M
持
脅
か
人

じ
・
-

4

6

、
千
曲
川
川
ト
化
伴
地

K
は
二

‘
・
七
%
と
、
訂
作
地

K
か-・

4
リの

二
以
L
し
を
ト
け
め
て
い
ま
す

刊
に
よ
，
て
L

が
.. J

・
a
J
h

で
.

品
多
く
な

吋
て

い
ま
す
こ
の
同
特
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転入者から見た
上岡市は
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よ田市に住むようになった

動機はなんてすか。
⑤D 38.300 40 

長期基本構想で意識調査

30 

20 

市

は

、

最

近

三

年

間

に

市

内

に

転

入

し

た

約

一

千

三

百

世

帯

を

対
象
と
し
た

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
意
識
調
査
L

を

九

月

下

旬

に

実

施

し

ま

し

た

が

の
調
査
は

そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

昭

和

七

十

年

度

を

目

標

と

し

た

第

二

次

長

期

基

本

構

想

の

基

礎

資

料

と

す

る

た

め

に

行

っ

た

も

の

で

、

調

査

結

果

は

基

本

構

想

づ

く

り

の

指

針

と

し

て

、

市

政

全

般

に

反

映

き

せ

て

い

く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調

査

結

果

に

よ

る

と

、

転

入

者

の

多

く

は

「
上
田
市
は
、
気
候
が
よ
く
災
害
が
少
な
く
て
住
み
良
い
」
と
考

る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

え
て
い
る
も
の
の
、
「
道
路
網
・
下
水
道
な
ど
の
整
備
が
遅
れ
て
い

そ

グ〉

他

自
分
の
希
望
に
あ
っ
た
仕
事

(就
職
口
)
が
あ
っ
た
か
ら

家
業
、
家
の
後
継
ぎ
な
ど
の

関
係
で

上
田
市
が
住
み
良
い

ま
ち
だ
か
ら

自
分
ま
た
は
配
偶
者
の

故
郷
だ
か
ら

官
庁
、
会
社
な
ど
の

転
勤
に
よ
っ
て

10 
P 
匂

よ田市は住み良いまちだ

48.6 と思いますか。
⑨三つ

50 

40 

ω上
田
市
転
入
前
の
居
住
地
域
別

長
野
県
内
の
市
か
ら
転
入
が
二
七

・
六
%
で
一
番
多
く
、
県
外
か
ら
の

転
入
者
の
中
で
は
、
東
京
都
・
神
奈

川
県
な
ど
首
都
圏
か
ら
の

二
四

・
四

%
が
ト

ッ
プ
で
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
人
は
、
合
わ
せ
て
五
八
・
一

%
と
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

U
タ
l
ン
組
が
お
%

「
上
田
市
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た

動
機
は
な
ん
で
す
か
」
と
の
問
い
に

対
し
て
は
、
「
官
庁
、
会
社
な
ど
の
転

ρ
一
川
一
非
常
に

2
一
以
住
み
に
く
い

や
や

住
み
に
く
い

普ま
あ
ま
あ

住
み
良
い

大
変住

み
良
い

30 

10 
% 

20 

勤
に
よ
っ
て
」
が
三
八
・
三
%
で
一

番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
回
答

者
の
多
く
は
、
い
ず
れ
は
転
勤
な
ど

で
上
田
市
を
離
れ
る
可
能
性
が
強
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
は
、
「
自
分
ま
た
は
配
偶
者

の
故
郷
だ
か
ら
」
の
二
二
・
四
%
と
、

「
家
業
、
家
の
後
継
ぎ
な
ど
の
関
係

で
」
の
一

0
・
三
%
、
合
わ
せ
て
三

一
一
・
七
%
は
、
上
田
市
へ
の

U
タ
ー

ン
組
と
思
わ
れ
ま
す
。

住
み
良
い
が

ω
%

通

「
上
田
市
は
住
み
良
い
ま
ち
だ
と

思
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
大
変
住
み
良
い
」
が
一
一

・
六
%
、

「
ま
あ
ま
あ
住
み
良
い
」
が
四
八
・
六

%
、
合
わ
せ
て
六

0
・二
%
の
人
が
、

上
田
市
は
住
み
良
い
ま
ち
と
答
え
て

い
ま
す
。
反
対
に
、
「
や
や
住
み
に
く

い
」
「
非
常
に
住
み
に
く
い
」
は
、
合
わ

せ
て
九
・
四
%
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。転

入
前
の
居
住
地
別
で
み
る
と
、

県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
人
の
九
四
・
九
%
は
、
普
通
以
上

の
住
み
良
い
ま
ち
だ
と
答
、
え
て
い
ま

す
。

こ
の
こ
と
は
、
県
内
の
中
で
も

上
田
市
は
住
み
心
地
が
良
い
土
地
と

考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
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⑧ヨつ

コ
デーー

市
」
雨
幽

倫
削
〉

上
田
市
の
魅
力
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

複
数
回
答

気候がよい

災害が少ない

物価が安い

史跡、.名勝が多い齢制

福祉施設が
整っている

健康・医療サーピビ仔 3.0
スが充実している

教育施設が 闘 2.4
盤っている

下水道が
完備している

水がきれし、だ

人情がこまやかだ

公害がない

緑が多〈
自然環境がよい

発展性がある

上田市におけるイ主み心地について

どのように感じておられますが。

53.4 

56.7 

53.8 

まあまあ

51.5% 

42.2 

42.8 

ト
ッ
プ
に
気
候
が
よ
い

その他

「
上
田
市
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
問
い

で
は
、

「気
候
が
よ
い
」
が
七
一
・
七

%
で
ト
ッ
プ
、
次
に
「
災
害
が
少
な

い
」
の
六

0
・
四
%
で
し
た
。
気
候

が
よ
く
、
災
害
が
少
な
い
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
人
が
非
常
に
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

県
内
か
ら
の
転
入
者
は
、
①
気
候

が
よ
い
八

0
・
一
%
、
②
災
害
が
少

な
い
六
三
・
一
%
、
③
物
価
が
安
い

四
0
・
一
%
の
順
で
魅
力
を
感
じ
て

理1三

i緩寝技予(露豪語 | 

39.2 

57 

40.5 

35.8 

35.6 

25.4 

5O.5 

47.2 

44.8 

い
ま
す

0

・
県
外
か
ら
の
転
入
者
は
、

①
気
候
が
よ
い
五
九
・
四
%
、
②
災

害
が
少
な
い
五
六
・
八
%
、
③
緑
が

多
く
自
然
環
境
が
よ
い
五
四
・
九
%

の
順
で
し
た
。

自
然
環
境
に
満
足

「
上
田
市
に
お
け
る
住
み
心
地
に
.

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お
ら

れ
ま
す
か
」
の
問
い
で
は
、
市
民
生

活
に
直
接
影
響
す
る
二
十
二
項
目
の

分
野
に
つ
い
て
、
そ
の
満
足
度
を
答

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
満
足
し
て
い
る
」
と
答
え
た
人

26.9 

57.8 

満足し
ている

土地・住宅事情陸謡選醤
L.12.4% 

酬の師 匠 日

歩道・方ードレーノレ闘

など交通安全施設堅2.6

下水道・排水路 齢繍 空自 白
の蜂術監進証一一 ~...... .... 

叫切ら遊び場璽 1

線などの自然環境関:り繍

ごみ危険物の収集圏亙 麹

し同集匿圏

消防 防災対策 図

医鰍・{牢他施設の !f~ ミ 3百
便利さ 弘主与.:1

市福祉聖子35.7

児童福祉岡
小 .'1'.'1'校の 陵慈週 刊 '

l庖設 ・活動 怪盗翠一一 .:Ju..1 

社 鍬ti施設と活動開

スホーソ施設と活動図二

匿立璽

際機o:Ej養護譲II

時P
E亙日

42.9 

67.9 

47.3 

42.6 圏
山
岡
仁
悶
四
回

と

動

設

会

き

の

係

物

設

活

施

機

の

便

ど

闘

し

施

会

め

ど

利

な

開

催

化

集

用

な

い

人

文

の

回

世

動

あ

り

内

通

s

n

川

地

r

h

m

z

刷

物

丹

市

ロ

近

一
応
満
足
し
て
い
ま
す
が

岡山

59.2 

あなたm生活につい 震畷君事
ての今休の満足度際蕊3一

方
て

74.3 

が
多
か

っ
た
の
は
、
①
緑
な
ど
の
自

然
環
境
二
七
・
三
%
、
②
ご
み
・
危

険
物
の
収
集
二
六
・
六
%
、
③
し
尿

の
収
集
一
七
・
七
%
。
反
対
に
「
不

満
で
あ
る
」
は
、
①
道
路
網
の
整
備

七
二
・
二
%
、
②
下
水
道
・
排
水
路

の
整
備
五
七
・
七
%
、
③
歩
道
・
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
交
通
安
全
施
設
四

九
・
八
%
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

項
目
別
で
み
る
と
、
「
道
路
網
の
整

備
」
と
「
歩
道
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
交
通
安
全
施
設
」
の
道
路
に
関
係

し
た
項
目
の
不
満
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
確
か
に
朝
の
通
勤
時
間
帯

は
、
国
道
一
八
号
線
や
千
曲
川
左
岸

地
区
を
ど
で
交
通
渋
滞
が
目
立
っ
て

お
り
、
上
回
バ
イ
パ
ス
、
小
牧
橋
な

ど
「
道
路
網
の
整
備
」
は
市
政
の
重

点
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
緑
な
ど
の
自
然
環
境
」
は
、
「
ま

あ
ま
あ
」
と
答
、
え
た
人
も
含
め
る
と

八
四
・
O
%
の
人
が
一
応
満
足
し
て

い
る
も
の
の
、
「
公
園
・
緑
地
・
子
供

の
遊
び
場
」
は
四
四
・
二
%
の
人
が

「
不
満
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
上
田
市
の
自
然
環
境

は
す
ば
ら
し
い
け
れ
ど
、
公
園
や
緑

地
な
ど
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
が
少
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
、

か
な
り
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ご
み
・
危
険
物
の
収
集
」
、

「
し
尿
の
収
集
」
で
は
、
「
ま
あ
ま
あ
」

も
含
め
る
と
七
割
か
ら
八
割
め
人
が

ま
ち
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
ま
す
か
」
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道路網の戦術i

下 水 道 の 附iiFi摺盤整整
摂需「

Q
問
り

市
政
全
般
を
み
て
、
今
後
、
甫
は

ど
の
分
野
の
施
策
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
す
か
。

医療保鎚焔訟の充実

r肖従者対策配

交通安全対策

さま士校教育の充実

社会福祉の充実

公園緑地の幣1miI弘主出幽

泊目的持部拍J担 ，，.:.，.，，，.'敦混~~

~.:.:.'l_.y牛品a

F開雲

環境衛生対策

工業の仮興

住宅の建設

将来の上田市がどのようなまちに

なればよいと思いますか。
⑤三D

50 40 30 20 10% 

生活現境の
よい都市

便利な都市

子供を
育てやすい都市

(複
数
回
答
)

社会福祉を
重点とする都市

働きやすい都市

商業の振興

公害防止・自然保z漫

芸 術 ー文化施設
の車料品

スポ_'/.レクリエ
ーンヨン施設の蜂仰

医療福祉の充実

これからも、ずっと上田市に住んで

いたいと思いますが。

たのしみの多い

都市

⑤三う
(
複
数
回
答
)

60 50 40 30 20 10% 

青少年の健全育成

河川水路の箆備

ずっと住んで
、、fこ、、

災害の防止

コミュニテ ィの充実

社会教育め充実

しばら くは住むが、
いずれは移りたい

できることならす EW13，3 ぐにでも移，りたい E

一
応
満
足
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

は
「
下
水
道
・
排
水
路
の
整
備
」
に

六
割
近
い
人
が
「
不
満
で
あ
る
」
と

答
え
て
い

ま
す
。
特
に
県
外
か
ら
の

転
入
者
は
六
八
・
八
%
と
不
満
度
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
道
路
の
整
備

農業のJ辰興lfi:12.8

「
市
政
全
般
を
み
て
、
今
後
、
市

は
ど
の
分
野
の
施
策
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
は
、

「
道
路
網
の
整
備
」
が
七
六
・
二
%

と
も
っ
と
も
多
く
、
続
い
て
「
下
水

道
の
整
備
」
四
七
・
三
%
、
「
医
療
保

健
施
設
の
充
実
」
一
ニ
二
・
九
%
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
設
問
で
上

位
に
並
ん
で
い
る
ほ
と
ん
ど
の
項
目

は
、
問
3
で
も
不
満
度
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
市
政
の
重
点
施
策

を
検
討
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
生
活
に
直

接
影
響
す
る
「
消
費
者
対
策
」
「
住
宅

の
建
設
」
「
交
通
安
全
対
策
」
な
ど
が
、

市
政
の
中
で
要
望
の
強
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

わからない f心

生
活
環
境
の
充
実
を

「
将
来
の
上
田
市
が
ど
の
よ
う
な

ま
ち
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
ま
す
か
」

の
問
い
に
対
し
て
は
、
「
生
活
環
境
の

よ
い
都
市
」
が
五
二
・
六
%
と
ト
ッ

プ
で
、
上
下
水
道
、
ご
み
、
し
尿
処
理

な
ど
の
充
実
が
大
切
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
便
利
な
都
市
」
が
四
七
・
八

%
で
、
交
通
機
関
や
道
路
な
ど
都
市

機
能
施
設
の
充
実
を
望
ん
で
い
ま
す
。

男
女
別
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
女

性
は
「
子
供
を
育
て
や
す
い
都
市
」

に
四
七
・
九
%
、
男
性
は
「
便
利
な

都
市
」
に
五
二
・
九
%
と
、
男
女
で

は
将
来
の
上
田
市
像
が
少
し
違
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
住
み
た
い
日
%

「
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
上
田
市

に
住
ん
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
」

の
聞
い
で
は
、
「
ず
っ
と
住
ん
で
い
た

い
」
が
五
八
・
五
%
と
、
「
し
ば
ら
く

は
住
む
が
、
い
ず
れ
は
移
り
た
い
」

の
一
二
・
八
%
を
大
き
く
リ
ー
ド
し

て
い
ま
す
。

問
2
で
も
、
六
割
の
人
が
上
田
市

は
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
答
え
て
お
り
、

転
入
者
の
多
く
が
上
田
市
に
愛
着
を

持
ち
始
め
て
い
る
と
考
、
え
て
も
い
い

よ
う
で
す
。

反
対
に
、
「
で
き
る
こ
と
な
ら
す
ぐ

に
で
も
移
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、

わ
ず
か
三
・
三
%
で
し
た
。
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お年寄りを敏う作文
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市
民
は
訴
え
る

市川 圧吉さん
(岡-62歳)

人
間
社
会
で
人
の
守
る
べ
き
正
し

い
道
は
、
「
お
年
寄
り
を
敬
う
心
」
と
、

私
た
ち
は
道
徳
教
育
で
敬
愛
心
を
育

て
ら
れ
、
厳
し
く
今
日
ま
で
守
り
通

さ
れ
て
き
た
。

家
族
を
社
会
の
基
礎
と
す
る
日
本

叫

md
議品、為

川
辺
町
町
民
運
動
会
で
の
ゲ
l
ト
ボ

l
ル
競
技

な
己
に
振
り
か
か
る
を
知
ら
ず
に
は

.、J

、
J

・1し
V

A

‘花開
l
l'」
-
a

t
hv

、v、-
h

t
1
1
41
1

拘

，

‘

，

域
住
民
こ
ぞ
っ
て
配
意
実
践
し
て
い

伝
統
の
家
族
制
度
で
は
、
親
孝
行
、

敬
愛
心
、
敬
老
心
は
世
界
に
誇
れ
る

美
徳
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
核
家
族

化
と
と
も
に
日
本
人
の
心
を
変
え
て

し
ま
っ
た
。
戦
後
復
興
へ
の
政
治
、

経
済
、
教
育
、
思
想
な
ど
社
会
の
仕

組
み
が
進
展
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
谷
間
に
落
ち
込
ん
だ
い
く
つ
か

の
ひ
ず
み
の
中
で
、
大
切
な
人
間
関

係
は
欠
如
し
て
き
て
い
る
。

何
事
も
自
己
中
心
的
な
個
人
主
義

的
構
成
か
ら
、
今
日
で
は
道
徳
心
は

薄
ら
ぎ
、
尊
敬
・
慈
愛
・
思
い
や
り

な
ど
自
然
に
備
わ
っ
た
人
情
は
遠
く

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。
人
と
し

て
守
る
べ
き
正
し
い
道
の
大
切
さ
を

取
り
戻
す
た
め
、
人
間
教
育
の
あ
る

べ
き
当
然
の
姿
に
当
局
は
頭
を
痛
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

親
を
、
年
寄
り
を
、
人
を
人
と
思

わ
ず
、
人
権
の
尊
さ
を
失
い
、
殺
人

罪
と
凶
悪
犯
が
全
国
的
に
多
発
し
て

い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

人
の
世
は
、
貧
富
、
地
位
、
身
分

の
差
こ
そ
あ
れ
、
だ
れ
し
も
避
け
て

通
る
こ
と
の
，
、
き
な
い

4
4
-通
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
老
化
も
ま
た
同

く
た
ち
を
か
わ
い
が

勺
て
い
る
か
ら

様
で
あ
り
、
加
齢
と
と
も
に
脳
の
中

枢
神
経
は
弱
ま
り
、
精
神
機
能
は
衰

え
、
心
の
働
き
は
鈍
り
、
ぼ
ん
や
り

症
状
と
な
る
。
こ
の
老
化
現
象
を
忌

み
嫌
う
「
ボ
ケ
老
人
」
と
い
う
言
葉

が
、
活
字
に
組
ま
れ
、
発
言
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
老
人
を
始
め
多
く
の

心
あ
る
人
が
抵
抗
感
を
持
つ
の
で
あ

る
。世

界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
日
本

が
、
高
齢
化
社
会
を
祝
う
喜
び
の
陰

で
、
「
ボ
ケ
老
人
」
の
用
語
を
マ
ス
コ

ミ
が
公
然
と
用
い
て
い
る
こ
と
は
、

全
く
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

敬
う
べ
き
老
人
と
の
紳
を
断
つ
言
動

で
あ
り
、
お
年
寄
り
と
の
温
か
い
心

の
触
れ
合
う
交
流
を
引
き
裂
く
要
因

と
な
る
。
老
人
は
、
母
の
棋
に
隠
れ

る
よ
う
な
子
供
同
様
の
小
心
者
が
多

い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
言
語
は
心
の

傷
を
よ
り
深
く
し
、
さ
さ
い
な
こ
と

で
尊
い
命
を
断
つ
不
幸
な
こ
と
さ
え

あ
る
。「

伽
け
」
と
い
う
言
語
は
、
ぼ
ん

や
り
、
間
抜
け
な
ど
、
心
身
の
働
き

が
老
化
し
放
心
状
態
の
障
害
者
を
指

摘
す
る
悪
口
で
あ
る
。
人
生
の
末
路

を
憂
い
悲
し
む
重
度
老
化
症
状
に
、

だ
れ
一
人
な
り
た
く
て
な
っ
た
の
で

は
な
い
こ
れ
を
よ
そ
に
、
お
気
毒
な

E
人
.

介

川
町
す
ゐ
内
純」

F
F

小
肢
に

一
ボ

ケ
老
人
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
仙
な

く
過
酷
で
あ
る
。

人
を
の
の
し
り
、
け
な
す
時
に
「
こ

の
ボ
ケ
野
郎
と
か
ボ
ケ
ナ
ス
」
な
ど
、

こ
れ
に
ち
な
む
語
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
人
権
を
傷
つ
け
る
も

の
で
あ
る
。
公
然
と
事
実
を
指
摘
し
、

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

自
由
平
等
の
権
利
を
認
め
な
い
で
差

別
す
る
こ
と
は
、
人
聞
社
会
で
許
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

美
事
に
咲
き
誇
っ
た
花
も
、
色
あ

せ
る
時
が
く
る
。
こ
の
花
色
の
ボ
ケ

と
同
じ
よ
う
な
印
象
を
与
、
え
る
「
ボ

ケ
老
人
」
と
い
う
言
葉
を
公
然
と
用

い
て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
猛
省
を

促
し
た
い
。「
ボ
ケ
老
人
」
の
活
字
用
語

を
見
聞
す
る
と
無
関
心
で
は
お
ら
れ

な
い
の
が
、
お
年
寄
り
を
敬
う
心
あ

る
人
の
第
一
声
の
持
論
で
は
な
か
ろ

、っ，
A
U

。
ど
こ
の
地
方
自
治
体
で
も
、
市
民

全
体
の
協
力
を
得
て
、
お
年
寄
り
に

よ
り
明
る
い
残
照
の
光
、
七
色
の
輝

き
を
と
願
い
、
理
想
的
構
想
の
下
に

努
力
し
て
い
る
。
万
人
を
救
う
福
祉

社
会
で
は
、
一
人
の
不
幸
者
も
出
し

て
は
な
ら
な
い
。
老
人
を
守
る
思
想

を
大
い
に
普
及
さ
せ
て
、
社
会
全
体

で
こ
の
責
任
を
果
た
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

や
が
て
は
己
に
巡
り
来
る
を
い
る

身
、
天
に
向
か
ゥ
て
睡
を
吐
く
よ
う

L、
の
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な
己
に
掘
り
か
か
る
を
知
ら
ず
に
は

お
ら
れ
な
い
老
後
は
、
自
分
自
身
の

直
大
関
心
事
で
あ
る
。
お
年
寄
り
の

心
の
内
を
、
自
分
の
痛
み
と
し
て
地

敬

尊

す
d・h

金井誠一くん
(五中・ 2年)
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今
の
時
代
は
、
「
お
年
寄
り
を
老
人

ホ
l
ム
へ
」
と
与
え
て
い
る
人
が
多

い
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
に
入
っ
て
い

る
お
年
寄
り
は
、
果
た
し
て
楽
し

い

の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
家
の
都

合
が
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
と
は
思
う

か
、
さ
び
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ぼ
く
の
家
に
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が

い
る
け
れ
ど
、
北
自
の
節
約
し
た
当
時

の
こ
と
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く

れ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
今
の

若
い
人
が
教
え
て
も
ら
え
ば
い
い
と

R
Y
つ。「

今
は
、
ぜ
い
た
く
を
し
て
い
る

な
」
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
言
、
つ
け
れ

ど
、
ぼ
く
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、

例
、
え
は
あ
る
服
を
買
っ

域
住
民
こ
ぞ
っ
て
配
意
実
践
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
、
敬
老
思
想
の
第
一
歩

だ
と
思
う
。

る

JG¥ 

て
も
一
度
も
着
な
い
で
、
ま
た
違
う

別
の
服
を
買
う
と
い
う
ふ
う
に
し
て

い
る
か
ら
だ
。

は
く
は
、
お
ば
あ
さ
ん
と
暮
ら
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
姉
が
家
事
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
、
「
こ
こ
は、

こ
う

や
っ
て
」
と
か
、
く
わ
し
く
教
え
て

く
れ
た
り
す
る
し
、
田
畑
の
仕
事
が

忙
し
く
な
っ
て
く
る
と
、
田
畑
に
出

て
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

ぼ
く
の
家
は
農
家
で
、
両
親
は
夕
方

遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
の
で
、
お
ば

あ
さ
ん
が
夕
食
を
作
っ
て
く
れ
る
。

ぼ
く
の
家
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て

く
れ
る
か
ら
こ
そ
助
か
っ
て
い
る
。

お
年
寄
り
の
人
が
、
若
い
人
に
う

る
さ
い
ほ
ど
注
意
を
す
る
と
、
ぽ
く

た
ち
は
反
抗
し
や
す
く
な
る
と
思
、
っ
。

だ
か
、
お
年
寄
り
が
う
る
さ
く
注
意

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ぽ
く
た
ち
に

一
日
で
も
早
く
大
人
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い

こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、
は

く
た
ち
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
思
う
。

け
れ
ど
、
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

お
年
寄
り
と
若
い
人
と
の
交
流
が
次

第
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

だ
。

こ
の
交
流
で
、
お
年
寄
り
の
心

も
支
、
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
し
、
こ

の
よ
う
に
豊
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

こ
の
交
流
が
、
い
か
に
大
切
か
と
い

う
こ
と
を
、
若
い
人
一
人
ひ
と
り
が

も
う
一
度
考
、
ぇ
直
す
と
と
も
に
、
お

年
寄
り
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
こ
の
豊
か
な
社
会
を

作
っ
た
の
は
だ
れ
だ
ろ
う
」
と
考
え

て
み
る
と
、
そ
れ
は
今
の
お
年
寄
り

た
ち
が
作
っ
た
の
だ
と
思
う
。
お
年

寄
り
は
、
危
な
い
世
界
を
歩
ん
で
き

た
の
で
、
今
度
は
平
和
な
世
界
を
作

ろ
う
と
苦
労
し
て
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
ぽ
く
た
ち
若

い
人
の
た
め
に
豊
か
な
社
会
を
作
り

あ
げ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。

そ
の
お
年
寄
り
に
、
ぼ
く
た
ち
は

感
謝
と
尊
敬
の
心
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
、
ぼ
く
は
思
っ
て
い
る
。
現

に
、
若
い
人
と
お
年
寄
り
と
の
間
で

交
流
が
続
い
て
き
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
よ
う
に
豊
か
な
社
会
が
生
ま
れ
た

と
思
う
。
だ
か
ら
、
若
い
人
は
お
年

寄
り
に
対
し
て
、
尊
敬
す
る
心
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

ゆずります ゆずって ください

電気毛布 3，000円 ベビーカー

テレビサウンドチューナー 10，000円 すべり台

Zライト 3，000円 乳母車

クーラー (窓用、 6r::周) 30，000円 ブランコ

電気ストーブ 2，500円 タイムレコーター

ソファーベ ノド 15，000円 オープンデ yキ

目覚し時計 無料 カセ yトテ ッキ

テレビク メション 無料 木琴

留ルそー袖ァム用ラ帯ンナー
9，000円 ビテリオカメラ

10，000円 食卓用テーブルいす

回転いす 3，000円 食卓テーブル

石油ボイラ-(タンクなし) 10，000円 事務机 (イス付、スチール製)

中学用教科書カセット教材 50，000円 三面鏡

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 食器戸だな

どんなものでも歪録しましょう。 ノfソコン

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
か
不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

(11月7日現在)不用品登録情報(主なもの)

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ

、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活

す

生
九
ま

ら
和
巾

以
随
川

ま
J
J

負

一部…自
が
¥
メ
責

物

J

口
問

J

ヰ
4

E
)
l
 

い
川

て

し
日
い

写
み
印
税
コ

引

内

ご
D

L

 

つ

ω
J-

河
川
h
u
h

M
，
問
、
ル
さ

物
ぽ
プ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
の
了

り
課
後
御

ず
境
介
で

ゆ
環
紹
の

0

0

 



フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
V

日
月
4
日
、
自
然
運
動
公
園

一
帯
で

は
塩
田
公
民
館
主
催
の

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
い
ま
ま
で
の
塩
田
地
区

体
育
祭
に
代
わ
る
も
の
で
、
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約
千
六
百
人
の
参
加

者
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル

(1
写
真
)
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
の

3
種

目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

d
a綴
綴
務
務
務
嚇
wdm，h明
後

]

だ 昭和59年11月16日一一一ー (8)ーえつ広報一 都 923号

企障害者が列車の旅
障害をもっ人にも列車の旅を...と、 11月 3目、障害者140人を含む450

人を乗せた「ひまわり号」が、国鉄信越線の上回一直江津聞を走りまし

た。上田駅では、 180人が列車に乗り(=写真)、途中の長野駅などでも仲

間か加わ り、目的地の新潟県上越市では市立水族博物館を見学しました。

「上田えびすまつり」か" 11月 2日から 4日まて¥市

内目抜き 通りの商庖街てい行われました。11月 4日には、

民踊流しがあり、上国民踊連合会約400人の踊り手が 3班

に分かれ、松尾町、海野町、原町を踊り歩き.ました。

う

の

で

す

。

血

が

集

ま

り

ま

す

が

、

い

き

め

ば

な

、
つ
も
座
っ
た
ま
出
や
、
L
M
L
b
h卜
|
お
き
ト
の
で
す
。
￥
r氏

ρ}史
博
主
人
、

あなたの考えを市政提言電話へ
ft25-2539(留守番電話)

市では、「市政提言電話」を設置して、市民の

皆さんの建設的な御意見、御提案をお待ちして

います。電話の開設時間は、午前 9時から午後 | 

8時までです。 I

御利用ください

市政提言箱「ニだま」
市政提言箱「こだま」は、市民の皆さえから行

政に対する要望や意見などを受けるために設けて

あリま す。皆さんがお気付きになっていること、

どんな ことでもお書きくださし、。設置場所は、市

役所 1階ロビー、八十二銀行上田支居、中央公民

館、塩田公民館、川西公民館です。

一/!て



第 923号ーー

の

痔じ

今
回
は
、
日
本
人
の
国
民
病
、
あ

る
い
は
三
人
寄
る
と
一
人
は
必
ず
そ

う
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

H

痔
。
に
つ

い
て
で
す
。ど

ん
な
病
気
か

一

旺
門
の
そ
ば
に
は
、
二
つ
の
静
脈

の
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ

の
静
脈
は
、
旺
門
近
く
で
網
の
固
め

よ
う
に
連
絡
し
合
っ
て
い
ま
す
が
、

痔
は
こ
れ
ら
の
血
管
が
圧
迫
さ
れ
た

り
、
流
れ
が
悪
く
な
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。

痔
の
五
五
%
を
占
め
、
痔
の
代
表

と
も
い
わ
れ
る
の
が
「
い
ぽ
痔
」
で

す
。
こ
れ
は
、
便
秘
が
ち
な
ど
の
理

由
で
硬
い
便
が
出
る
た
め
に
、
い
き

ん
だ
り
、
長
時
間
ト
イ
レ
に
し
ゃ
が

ん
で
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
旺
門
の

周
辺
に
あ
る
血
管
が
圧
迫
さ
れ
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
血
が
流
れ
ず
一
か
所
に

た
ま
っ
て
し
ま
う
、
う
っ
血
の
状
態
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
の
が
原
因
で
す
。

こ
の
血
の
た
ま
っ
た
、
こ
ぶ
状
の
も

だえー (9)一一一ー昭和59年11月16日 広報う

は

な

し

の
が
い
ほ
痔
で
す
。

若
い
女
性
に
多
く
み
ら
れ
る
の
が

「
切
れ
痔
」
で
す
。
硬
い
便
を
無
理

に
出
そ
う
と
し
て
、
旺
門
が
切
れ
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
便
意

が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
朝
な
ど
忙
し

く
て
ト
イ
レ
に
行
く
時
聞
が
な
い
の

で
我
慢
を
し
、
排
便
の
機
会
を
逃
し

て
便
を
硬
く
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら

起
こ
り
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
痛

み
が
主
で
血
は
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
。

便
秘
が
原
因
で

…

便
秘
↓
硬
い
便
↓
い
き
み
↓
痛
み

と
い
う
の
が
、
痔
へ
通
じ
る
悪
循
環

の
よ
う
で
す
。

便
秘
の
な
か
で
も
、
日
本
人
に
多

い
と
い
わ
れ
る
の
が
弛
緩
性
便
秘
で

す
。
こ
れ
は
、
便
意
を
押
え
た
り
、

運
動
不
足
だ
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が

あ
っ
た
り
な
ど
、
大
腸
の
運
動
が
不

規
則
に
な
り
、
便
が
い
つ
ま
で
も
大

腸
に
と
ど
ま
っ
て
水
分
が
吸
収
さ
れ

て
硬
く
な
り
、
便
秘
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

い
つ
も
座
っ
た
ま
ま
や
、
立
っ
た

ま
ま
の
姿
勢
を
長
く
続
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
人
は
、
血
行
が
悪
く
な
り

が
ち
な
の
で
、
痔
に
な
り
や
す
い
と

い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
し
て
子

宮
で
血
管
が
圧
迫
さ
れ
た
り
、
病
気

で
寝
た
き
り
の
人
、
高
血
圧
の
人
、

血
管
や
心
臓
に
病
気
の
あ
る
人
も
痔

に
な
り
や
す
い
の
で
、
注
意
し
ま
し

ト晶、「ノ
。

注

意

事

項

は

一

①
規
則
正
し
い
排
便
を

「
便
を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
我
慢
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
の

起
床
時
間
よ
り
せ
め
て
十
五
分
で
も

早
起
き
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
朝
を
も

て
る
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

朝
起
き
た
ら
、
ま
ず
水
ま
た
は
牛

乳
を
一
杯
飲
み
ま
し
ょ
う
。
大
腸
が

活
動
し
て
、
便
意
を
促
し
ま
す
。
冷

た
い
も
の
の
方
が
、
刺
激
を
よ
り
強

く
与
、
ぇ
、
便
を
柔
ら
か
く
す
る
効
果

か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
繊
維
の
多
く
含
ま
れ
た
物

(
例
、
え
ば
、
イ
モ
、
野
菜
、
豆
、
海

草
類
な
ど
)
も
多
く
食
べ
る
よ
う
に

v
し
±
?
し
ょ
、っ。

②
で
き
れ
ば
ト
イ
レ
を
洋
式
に

し
ゃ
が
む
と
、
旺
門
に
は
自
然
と

血
が
集
ま
り
ま
す
が
、
い
き
め
ば
な

お
さ
ら
で
す
。
洋
式
の
便
器
な
ら
、

あ
ま
り
無
理
の
な
い
楽
な
姿
勢
で
用

を
足
せ
ま
す
。
最
近
は
、
和
式
の
便

器
に
上
か
ら
か
ぶ
せ
る
だ
け
で
洋
式
に

な
る
補
助
便
器
も
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

③
入
浴
は
毎
日
欠
か
さ
ず
に

入
浴
は
血
行
を
よ
く
し
、
清
潔
に

し
ま
す
。
痛
み
や
は
れ
が
あ
る
人
も

お
湯
で
温
ま
る
こ
と
で
、
か
な
り
楽

に
な
る
は
ず
で
す
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

お
酒
を
多
量
に
飲
む
と
、
脳
の
血

管
運
動
中
枢
が
マ
ヒ
し
、
骨
盤
の
中

の
静
脈
に
血
液
が
た
ま
り
う
っ
血
を

起
こ
し
ま
す
。
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

香
辛
料
は
、
ふ
だ
ん
私
た
ち
が
取

っ
て
い
る
く
ら
い
の
量
な
ら
何
も
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
使
っ
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

⑤
早
め
に
専
門
医
に
受
診
を

場
所
が
場
所
だ
け
に
、
恥
ず
か
し

い
か
ら
と
放
っ
て
お
い
た
り
、
自
分

勝
手
に
治
療
し
て
い
る
と
、
よ
け
い

治
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
痔
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
大
腸

ガ
ン
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
早
め
に
専
門
医
に
受
診
し
ま
し

ト。ょ
J

。

狩猟シーズンの事故防止
11月15日から来年 2月15日までは、ハ ンター待望の狩猟シーズン

です。毎年、シーズンになると、銃の暴発や仲間を獲物と間違えて

撃ってしまったという事故が発生しています。

昨年、県内では 2件発生し、 2人がケ方、をしました。いずれも、

銃の取り扱いや狩猟のルールを守っていれば防げた事故です。弾抜

きはこまめに行い、獲物を見つけても一呼吸待つゆとりを持ちたい

ものです。



③
集
落
機
能
を
生
か
し
た
地
域
農

業
集
団
で
活
力
あ
る
「
む
ら
づ

く
り
」
を
進
め
よ
う
。

④
農
地
銀
行
を
利
用
し
安
心
で
き

る
農
地
の
貸
し
借
り
を
進
め
よ

、つ

優
良
農
地
を
確
保
し
、
農
地
の
流
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
に

2
実
施
推
進
対
策

動
化
を
促
進
す
る
た
め
、
全
国
的
に
御
理
解
い
た
だ
き
、
農
家
の
皆
き
ん
①
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
農

「
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
運
動
」
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
委
員
会
の
申
し
合
わ
せ
(
詳

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

l
運

動

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

細

は

別

記

)

上
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
①
農
地
は
農
家
に
と
っ
て
大
切
な
②
農
地
流
動
化
促
進
月
間
の
設
定

運
動
が
全
市
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
も
の
で
す
。
荒
き
ず
有
効
利
用

l
十
一

1
十
二
月
を
農
地
流
動

「農
地

を

守

り

有

効

利

用

す

る

申

し

を

進

め

よ

う

。

化
促
進
月
間
と
し
、
流
動
化
推

合
わ
せ
」
を
始
め
、
ス
ロ
ー
カ
ン
や
②
農
地
の
流
動
化
と
高
度
利
用
で
進
員
に
よ
る
農
地
の
流
動
化
を

推
進
対
策
を
決
め
ま
し
た
。
つ
き
ま
担
い
手
の
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
。
促
進
す
る
。

ぅ

一

?

き

こ

豊

栄

命

業

労

つ

活

ム

れ

民

間

争

-

日

会

叫

拓

、

で

繁

使

兼

、

つ

生

ご

士

割

一

パ

2

員

、

り

康

の

の

、

ど

し

の

引

か

広

一

る

わ

月

委

え

守

健

孫

々

て

な

廃

民

料

=

-

V

H

業

越

を

、

子

我

つ

難

荒

{

じ

る

一

A
，

」

口

年

農

り

産

し

を

る

あ

者

が

ど

闘

す

一

千
3

/

日

市

乗

財

愛

地

き

に

継

地

展

げ

せ

由

同
月

'
L

和

田

を

た

を

農

生

か

後

農

発

U
M

わ

一

川
リ

h
ド

昭

上

難

れ

土

。

の

に

な

、

、

。
る

明
ム
口

z
h
l

岡

町

苦

ら

郷

す

μ
沃

在

の

化

し

ん

あ

日

付

し

一

拍
W

の

限

、

で

肥

現

勢

齢

下

せ

衡

校

申

一

リ

ヴ

多

の

は

い

た

、

情

高

低

ま

均

川

を

記

一

志

日

幾

こ

と

願

れ

は

業

の

は

え

の

引

と

-

yuf

が

。

こ

の

さ

と

農

力

力

耐
業
行
一
こ

ゆ

べ

祖

す

る

民

理

こ

い

働

地

に

産

川

町

る

一

Ltq

先

で

す

市

管

ぐ

し

労

に

慮

他

討

す

町

、

ー

々

産

用

む

に

継

。

厳

業

め

憂

と

j

進

守

q-

我

財

利

望

切

き

す

に

農

た

、

業

ら

推

-

i
止

、

た

に

を

適

引

ま

も

、

の

は

農

か

を

H
H

は

き

効

活

、

に

り

と

展

足

と

に

点

項

亀

定

地

て

有

生

た

め

あ

外

進

不

こ

こ

観

事

凶
属

鹿

て

を

な

ま

た

も

内

の

力

る

こ

の

記

育

れ

か

の

で

化

働

あ

上

下

だ 昭和59年11月16日一一(10)ー

優
良
農
地
の
確
保
に
・
・

えー第 923号ー・ ・・・-

千円

時間外
011ヰ l支

職員 1人当たり支給年額 65 千円 区 分 給 料 月 額 等

勤務予当 支 中合 総 宮買 66，922 千円 市長 665，000円

57年度
本合

職員 1人当たり支給年額 68 千円 助役 544，000同
来十

(8)-4 
収入役 477，000円

医分 内 容 国とのの制異度同 国の制度と異なる内容 報
議長 330，000円

卜一一ー

日
配偶者 12，300円

副議長 290，000円
酬

配偶者以外の扶養税族2人までそれぞれ3，800円 同
議員 270，000円

その他の扶養続線1人につき 1，000円

借家 ・9，000円以上16，500円以下のもの、家賃から9，000
( 59年度支給割合)

肘手i当t 
円を筏除したtii

市長 6月期 1.4月分

.16，500円以上のもの、家賃から 9，000円を鐙除し
同

期 助役 12月期 1.9月分

た額の2分1の頼に7，500同を加えた額
(限度額14，300円)

収入役 3月期 0.5月分

持家・ 1，000同
末 計 3.8月分

卜一一

交通機関 ・17，600問までは全額
交通機関利用者 手 (59年度支給割合)

通
利用者 .17，600円以上のもの17，600問に17，600円を

(限度額20，400円)
議長 6月期 1.4月分

動 交通用具利用者

手 趨えた富買の2分1の額を加えた額 臭 2km-5加の者 2，000円 当 冨Ij議長 12月期 1.9月分

当
(限度額20，900円)

5km-10加の者 2，400向 議員 3月期 0.5月分

交通用具 ・2kmを超えた距雌1km毎に250円を2，400問に

利用者加えた額 (限度額5，150同)
その他 3，600円 日十 3.8月分

一一

(9)特別職の報酬等の状況
(59年 4月1日現在)63，541 古買総車合支

(8)-3 
「ーー一ーー

※ 

11 
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上岡市の職員給与等の状況

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(59年4月1日現在)

区 分 経験年数7年以上10年未満 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満

上田市 162，450 円
199，442 fTJ 232，010 同

大学卒
円 同 円長野県 166，653 202，885 250，150 

一般行政戦
円 同 fIJ 

k 高校卒
上田市 134，800 162，334 196，081 

長野県 133，724 円 166，265 円
201，583 円

技能労務職 高校卒 上田市 120，666 円 154，533 円
186，209 同

(6)一般行政職の等級別職員数の状況(59年 4月 1日現在)

国の等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 8等級 五十

等 級 1 2 3 4 5 6 

標準的な
部長

課 長 係 長 高時技を皮師必を肉裂行知とう主;す哉梓Iるl:i.肱車 比主地す事較経る的験、輩輔附技を必師を且守要行ヴ街とつ 主事

上
職務内容 課長補佐 主 査 技師

職員数
人 人

13 人
人

210 人 233 人 33 人
人

642 人144 9 

回 % % 2 % 23 % 33 % 36 % % % 
100 % 構成比 5 I 

市 1年前の % % 
2 

% 
22 % 30 % 33 % 11 % % 100 。ノ

是y正 構成比 2 

考 5年前の % % 2 % 21 % 29 % 29 % ノ 10 % 9 % 100 % 
情成比

(注)1.上田市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。 2.標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名で七

(7)昇給期間短縮の状況 (8)一 1職員手当の状況

区 分 合計一般行政戦技能労務職区分 上田市 長野県 国

人 人 人 ( 59年度支給割合) I (59年度支給割合) I (59年度支給割合)
職員数(A) I 829 I 642 I 187 期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当

58 月分月分 円分月分 月分 月分

普通易給問JHJ(12- 人 人 人期末手当 6月期 1.4 0.5 16月期 1.4 0.5' 1 6月期 1.4 0.5 

年 24月)を初繍して非 33 24 9 勤勉手当 12月期 1.9 0.6 112月期 1.9 0.6 112月期1 1.9 0.6 
給した職日数 (B) 3月期 0.5 1 3月期 0.5 1 3月期 0.5 一一

度比率 % 37% 48 % 計 3.8 1.1 計 3.8 1.1 計 3.8 1.1 

(8)/(..¥) 4 (支給率)自己都合 勧奨 (支給率)自己都合 勧奨 (支給率)自己都合 勧奨

(8)-2 月分 月分 月分 月分 月分 月分

勤続 20年 21 28.875 勤続 20年 21 28.875 勤続 20年 21 28.875 

区 分 全職種 勤続 30年 41.25 54.45 勤続 30年 41.25 54.45 勤続 30年 41.25 54.45 

職員全体に占める手 34 グ1 勤続 35年 48.125 63.525 勤続 35年 48.125 63.525 勤続 35年 48.125 63.525 

当支給職員の割合 段高限度額 60 63.525 1 Al高限度額 60 63.525 最高限度額 60 63.525 

特 支給対象職員 1人当 JIJ 退職手当

殊たり平均支給年寄買 41.792 その他の 制度なし その他の 制度なし |
重力 加算措置 加算措置

( 手 当 の 穐 類
58務 (手当数) •• I 28 退職時 返職時原則 1号俸

1:手 生閣草動41子卜1f-物銀草当各制6従E1f唱i、T 6 下"". 特別昇給特別の勧奨退 特別l昇給特別の勧奨退
皮当 代表的支給綴の聖 交お 職者2号俸 職者2号俸

多い手当 洋 l人当') 千四 千円

なの手名称当 「・多::'1<:く品の車々韓山日 和市悦賞Tト作処税月務車従従刊ゆ草供従TTZ当'当b、T 平均支給額 4，299 16，054 

l ていhる手c.当(L.I JI右箇 (件 )ì11>>着手当の 1 人当 t，，)平tll守絵絹I :l:前年匝~t_- ~目蹄 l ト会齢紛1 ・ 4五五帥日，-.，1;払さ釘れ辺怖を百f寸

※
川
ぺ

l
ジ
下
段

へ



だ 昭和59年11月16日一一ω一

お知らせ
秋
の
火
災
予
防
運
動

え

日
月
お
日
i
ロ
月
2
日

つ広報

一一⑨
J

祝日

今
年
も
、
十
一
月
二
十
六
日
間
か
ら

十
二
月
二
白
川
ま
で
、
「秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
」
い
か
展
開
さ
れ
ま
す
。

ーー第 923号予ー

事長‘ 場 ゑ""" 司帆押~叫

「健康づくり市民のつどし¥_jガ、 10月30
目、市民会館で開かれました。約1.300人の

参加者は、寝だきりのお年寄りを看護した

人の体験発表わ「地威保健」編集長の田中

甲子さんの講演などを熱I~\に聞き入ってい
ました。 I

今
回
の
統
一
標
語
は
、
「
あ
と
で
よ
り

い
ま
か
大
切
火
の
始
末
」
で
す
。

日
ご
と
に
寒
く
な
る
こ
の
時
期
は
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
い

始
め
る
時
期
で
も
あ
り
、
火
災
の
発

生
件
数
が
増
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
る
訳

で
す
が
、
こ
の
運
動
は
一
人
ひ
と
り

の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
で
、
悲
惨
な

焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

運

動

の

重

点

運
動
の
重
点
は
、
①
身
体
の
不
自

由
な
人
を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対

策
の
徹
底
、
②
家
庭
お
よ
び
地
域
に

お
け
る
防
火
対
策
の
推
進
、
③
デ
パ

ー
ト
、
旅
館
な
ど
の
防
火
対
象
物
で

の
防
火
安
全
の
確
保
、
④
防
災
機
器

な
ど
の
普
及
の
推
進
で
す

⑤
長
期
間
家
を
空
け
る
場
合
は
、
特

お
件
の
火
災
が
発
生

上
田
市
内
で
は
、
十
月
末
ま
で
に

三
十
五
件
(
昨
年
同
期
二
十
五
件
)

の
火
災
が
発
生
し
、
損
害
額
約
九
千

八
百
万
円
(
同
七
千
四
百
万
円
)
、
焼

死
者
は
三
人
(
同
二
人
)
も
で
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
火
災
の
発
生
件
数

は
も
ち
ろ
ん
、
損
害
額
、
焼
死
者
と

も
に
昨
年
同
期
に
比
べ
す
べ
て
か
増

加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
火
の
取
り
扱
い
が

ま
す
ま
す
増
え
ま
す
。
大
切
な
家
族
や

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
災
予
防

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

結
果
の
お
知
ら
せ

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
八
月
二
十
日
か
ら
十
月

九
日
ま
で
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
各
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
検
診
の
結
果
、
異
常
所
見
の

あ
っ
た
人
に
は
、
す
で
に
個
人
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
十
一
月
十
六
日
現

ιで
通
知
を

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
い
な
い
人
は

機
関
へ
お
納
め
く
だ
さ
い

異
常
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

こ
の
お
知
ら
せ
を
も
っ
て
結
果
通
知

に
代
え
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

犬
の
夜
鳴
き
は

ス
ト
レ
ス
が
原
因

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
2

犬
は
、
鎖
な
ど
に
つ
な
が
れ
た
ま

ま
に
さ
れ
て
い
る
と
、
運
動
不
足
に

よ
る
欲
求
不
満
で
、
夜
中
に
は
え
続

け
た
り
、
通
行
人
や
訪
問
者
に
危
害

を
加
、
え
た
り
し
ま
す
。
面
倒
で
も
、

朝
晩
二
十

1
三
十
分
ぐ
ら
い
の
散
歩

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う。

ま
た
、
犬
の
枚
し
飼
い
は
、
事
故

の
も
と
で
す
犬
は
必
ず
つ
な
ぎ
、

犬
め
行
動
範
囲
か
通
行
人
や
訪
問
者

に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
夜
に
な
る
と
犬
を
鎖
か
ら

放
し
て
、
排
地
と
運
動
を
犬
ま
か
せ

に
す
る
飼
い
主
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
農
作
物
な
ど
に
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。
夜
間
の
放
し

飼
い
は
、
ぜ
ひ
や
め
て
く
だ
さ
い
。

人
権
週
間

%
i
%

人
権
相
談
所
を

御
利
用
く
だ
さ
い

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
、
「
人
権
週
間
」
で
す
。
こ
の

週
間
に
ち
な
ん
で
、
上
田
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
と
長
野
地
方
法
務
局
上

田
支
局
で
は
、
次
に
よ
り
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

家
庭
問
題
、
近
隣
関
係
、
同
和
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く

守
り
、
相
談
は
無
料
で
す
。

マ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

l
十
二

月
五
日
附
午
前
九
時
1
午
後
三
時

マ
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
十
二

月
五
日
制
午
前
九
時
1
午
後
三
時

マ
市
役
所
西
斤
舎
二
階
会
議
室
H

ト

二
月
六
日
同
午
後

一
時
1
同
四
時
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寒
さ
か
ら

水
道
管
を
守
ろ
う

水
道
局
工
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
1
2

水
道
管
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
、
寒
き

が
厳
し
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
凍
結

に
よ
る
故
障
が
約
一
千
八
百
件
も
発

生
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
メ
ー
タ

ー
器
の
破
加
は
四
百
九
十
件
も
あ
り

ま
し
た
。

凍
結
に
よ
り
水
道
管
な
ど
が
故
障

し
た
場
合
、
そ
の
修
理
費
は
自
己
負

犯
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
凍
結

防
止
を
さ
れ
る
よ
う
お
刷
い
し
ま
す
。

マ
特
に
注
意
す
る
点
は
・
.. 

①
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
風
当
た
り
が

強
い
と
こ
ろ
、
家
の
外
に
あ
る
水

道
管
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
熱
帯
の
電
気
は
、
忘
れ
ず
に
入

れ
ま
し
ょ
う
。

③
不
凍
投
は
、
毎
日
忘
れ
ず
に
操
作

l
)
キ
?
し
ょ
、つ。

④
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
も
、
ボ
ロ
布

か
ス
チ
ロ
パ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。(
ボ
ロ
布
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
、
三
個
ぐ
ら
い
に
し

て
)

だえつ一(13)一一一一昭和59年11月16日 広報

⑤
長
期
間
家
を
空
け
る
場
合
は
、
特

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
磁
裂
し
て
水
が
吹
き
出
し
た
ら
・
.. 

①
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
で
水
を
止
め
ま
す
。

②
止
水
栓
が
な
い
場
合
は
、
破
裂
し

た
部
分
に
布
、
ゴ
ム
テ

l
プ
な
ど

を
巻
き
つ
け
、
針
金
な
ど
で
し
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
水
道

局
か
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
・
:

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
お

湯
を
か
け
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
修
理
費
用
は
・
・
・

民
地
内
(
公
道
外
)
は
、
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
破
損
も

個
人
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

今
月
が
納
期
で
す

下
水
道

受
益
者
負
担
金

下
水
道
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
5
7

十
一
月
は
、
下
水
道
受
益
者
負
担

金
・
第
二
期
分
の
納
期
で
す
。
お
手

元
の
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
十
一
月

三
十
日
幽
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。

こ
の
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
道

を
よ
り
早
く
整
備
し
、
快
適
な
生
活

環
境
と
な
る
よ
う
、
受
益
者
の
皆
さ

ん
に
工
事
費
用
の
一
部
と
し
て
、
お

願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
だ
未
納
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

受
益
者
負
担
金
制
度
を
理
解
さ
れ
、

一
日
も
早
く
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
第
一
期
分
も

未
納
に
な

っ
て
い
る
方
は
、
第
二
期

分
と
一
緒
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表
札
・
郵
便
受
箱
の

訪
問
販
売
業
者
に

御
注
意
を

最
近
、
「

O
O
郵
便
協
力
会
」
な
ど

と
称
し
て
家
庭
を
訪
問
し
、
「
文
字
が

は
っ
き
り
見
え
な
い
表
札
は
、
新
し

い
も
の
と
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
」
な
ど
と
説
明
し
、
表
札
や

郵
便
受
箱
を
訪
問
販
売
し
て
い
る
業

者
が
い
ま
す
。

こ
の
訪
問
販
売
業
者

は
、
郵
便
局
と
は
全
く
関
係
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
十
分
に
御
注
意
く
だ

さ
い
。

表
札
や
郵
便
受
箱
は
、
お
近
く
の

郵
便
を
配
達
し
て
い
る
郵
便
局
で
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用

く
だ
さ
い
。

f船舶恥部保………相年マ
; 雛盟溜極盟強 ; 

j-保険税第5期 j
j 今月の納税は 国民健康保険税第5jγです。 .¥f

税金は、納期内に納入されますよう tj御協力くだきし j 
今月の納期限は、 11月30日働です。

;T〈収税課均10ω吋0

; 税金を 納めて築く g 

f わが郷土 ま

しょここ立とごま二主こらJ

12月の乳幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

0母子健康手帳とパスタオノレ， 4・10か月 児)、ノ、ブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちください。

i込ス 上品 健診 実施日 対 象 ~.'. 

4か月児
12月4日 59年 7)-j 16日-7月31日生

12月18日 59年 8月1日-8月15日生

10か月リよ
12月5日 59年 1月16日-1月31日生

12月19日 59年 2月1日-2月15日生
1:且Jm保健セ ンター

12月6日 58年 5月16日-5月31日生
l歳6か月児

l月20日 58年 6月1日-6月15日生

3 歳児
12月7日 56年11月1日-11月15日生

12月21日 56年11月16日-11月30日生

4か月児
12月11日

59年 7rJl6日-8月15日生

I孟ltJfrj: r健康センター 10か月児 59年 1)CJ 16日-2月15日生

11孟問地区) 1 I~主 6 か月児

3 I~i リよ 12)cJ 13日 56年10H1日-11月30臼生

4 か}Jリよ 59年 7H16日-8月15日生

川内社会ti，'，祉センター 10か月 VIよ 12)j 12日 59年 1)-j 16日-2 fJ15日生

川両地医) 1決 6か月児 58年 5fJ 16日-6月15日生

3 歳 児 12)J26E:l 56年 6H 1日一 11月30日生

※赤ち ゃん 手帳を御利用ください。
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、
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接

募
集
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・
・
・
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干
名

申
込
先
・
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限
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・
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一
月
三
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樹

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
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務
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へ
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さ
い
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会
福
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上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

家
庭
奉
仕
只
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
・
:
十

一
月
一
日
現
在
、
三
十

歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
女
性
で
、

上
田
市
民
で
あ
る
人

必
要
書
類
:
・
履
歴
書
、
住
民
票
、
健

康
診
断
書

試
験
日
・
科
目
:
・
十
二
月
六
日
附
、
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歳
未
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
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を
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
宮
⑫
2
0
2
5

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

社
会
福
祉
に
役
立
て
る
た
め
、
「
歳
末

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
|
」
を
開
催
し

保験料の支払いができなくなったら

現在、国民年金に加入している者ですが、
j問:

J生活が困難なときは、保険料を納めなくても

よい制度があると聞$ましたが本当でしょうか?

;答; 家計が苦しくて保険料を納められないとか、
。

J 生活保護を受けている人などは保険料の納付

が免除されます。

強制加入者の場合

経済的な理由で支払いができない場合は、

免除申請の手続きをしてくださし、。

任意加入者の場合

未払いのままにせず国民年金をやめる手続

きをして下さい。やめたあとにも再加入する

こともできます。

ま
す
。
こ
の
バ
ザ
ー
で
は
、
各
御
家

庭
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た
不
用
品
の

衣
類
や
日
用
品
な
ど
を
販
売
し
、
そ

の
利
益
を
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
、

並
び
に
社
協
奉
仕
銀
行
に
預
託
し
ま

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
、
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
御
寄
付
い
た
だ
け
る
品
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
多
少
に
か
か
わ

ら
・
ず
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
二
月
二

日
間
午
後
一
時

か
ら
三
時
(
雨
天
の
場
合
は
十
二

月
八
日
出
に
延
期
)

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
福
祉
会
館
駐
車
場

(上
田
電
報
電
話
局
斜
め
向
か
い

)

未払い期間があると年金は受けとれないか

私は40歳の自営業者で、国民年金には20歳(問i
Jの時から加入していますが、 2年ほど未払い

期聞があり ます。未払い期間のような空白があると

年金は受け とれませんか?

;香: つっかりして保険料を納め忘れた期間があ

っても、 60歳までに老後の年金を受給できる

期間を満た していれば、その未納期間分をさし引か

れた年金が受けとれます。 しかし、その保険料未納

期間に夫が死亡したり、病気やケガで身体障害者に

なっても母子年金や障害年金は受けとれませんから

御注意ください。

暴
強力
し、

ス
街ク

フ

る ム
み

訂

正

お

わ

び

わ芳(く行
び諜・諏や 、「
し 冨訪み第広
て作部」九報
訂 さ ) の こ う
正んと中二え
しのなで号だ
ま言呉 つ 、の」
すりて芳十十
。でい津・ペー

しる冨 l月
たの作ジー
。はさ「日

お、んお発

25年以上支払って下さい

私は20歳から国民年金に加入したので、あ
j問;

と3年すると保険料を25年間支払った二とに

なりま すが、保険料を25年間支払ってしまえばもう

それでよいのでしょうか?

;泣 25年間というのは必要最低年数という意味

:白! です。あなたの場合は、 45歳になると 25年間

保険料を支払ったこ とになりますが、引き続き 60歳

まで納めてくだきい。納めた分だけ多くの年金が愛

けとれます。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

入選
県では、国民年金制度推進月間(10月)の一環として「国民年金標語」

を募集しました。その結果、上田市内からは次の方が入選されました。

〈一席〉 年金で豊かな老後の基礎作り

真 島 平 ー さ ん ( 踏 入 )
勺え

年金は明日のあなたを守る杖

宮下昌人さん(築地)

国民年金標語

真島さん一席に

選〉〈入
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